


第
皿
回
全
国
詰
将
棋
大
会
（
全
日
本
詰
将

棋
連
盟
主
催
）
が
、
５
月
４
日
に
東
京
の
府

中
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
催
さ
れ
、
全
国

か
ら
約
百
人
が
参
加
し
た
。

大
会
内
容
は
次
の
通
り
。

①
岡
田
敏
会
長
挨
拶

②
来
賓
祝
辞
二
上
達
也
日
本
将
棋
連
盟
会

長
、
御
林
秀
夫
日
将
連
府
中
支
部
長
、
永

井
英
明
近
代
将
棋
社
長
、
大
崎
善
生
将
棋

世
界
編
集
長
、
水
上
仁
詰
将
棋
パ
ラ
ダ
イ

ス
社
長

③
看
寿
賞
贈
呈
式

④
記
念
講
演
伊
藤
琢
巳
氏
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
研
究
所
）
「
詰
将
棋
プ
ロ
グ
ラ
ム

〃
電
脳
解
人
〃
の
実
力
」

⑤
参
加
者
の
一
言

⑥
詰
将
棋
ダ
ー
ビ
ー
、
電
脳
解
人
に
挑
戦

⑦
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

詳
細
は
清
水
英
幸
氏
が
次
号
で
報
告
す
る
謹
一

【
参
加
者
］
（
師
人
）

岩
手
原
田
章
雄

群
馬
阿
部
健
治
北
川
明

埼
玉
稲
葉
元
孝
大
村
昌
利
小
沢
正
広

橋
本
孝
治
三
谷
郁
夫

千
葉
河
村
治
男
小
林
敏
樹
東
公
平

東
京
子
安
江
久
男

東
京
天
野
竜
太
郎
伊
藤
琢
巳
伊
藤
智

子
伊
藤
三
雄
士
崎
書
生
大
橋
健
司
岡

本
真
一
郎
巨
椋
鴻
之
介
越
智
信
義
金

子
清
志
小
泉
潔
護
堂
浩
之
佐
藤
宗

弥
清
水
英
幸
清
水
弘
新
ヶ
江
幸
弘

角
建
逸
相
馬
慎
一
相
馬
康
幸
田
口

…

ぐ
伊
藤
琢
巳
氏

熱

正
明
富
樫
昌
利
富
沢
岳
史
中
島
一

仲
西
哲
男
橋
本
哲
原
岡
望
藤
井

国
夫
藤
沢
秀
樹
二
上
達
也
堀
口
弘
治

松
野
清
次
御
林
秀
夫
森
田
正
司
安
田

和
雄
山
崎
順
康
山
下
雅
博
山
田
康
平

湯
村
光
造
吉
橋
和
夫
米
満
啓

議蕊蕊蕊蕊… ぐ
会
場
の
ひ
と
こ
ま

磯
騨
駕
惑
誕
懲

§'":：

燃
酷夕．.．：

驚骨;-.:‘

蕊

蕊離,:I録:静,》
吟

樋
~:~‐
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神
奈
脹
飯
尾
晃
馬
詰
恒
司
門
脇
芳

雄
河
原
泰
之
菊
田
裕
司
小
坂
英
世

塩
野
入
清
一
鈴
木
龍
晴
高
田
淳
一
田

高
幹
也
永
井
英
明
永
井
英
弥
星
野
健

司
穂
上
武
史
松
田
圭
一
森
敏
宏

柳
田
明
和
田
登

愛
知
関
呑
舟
深
井
一
伸

三
重
清
水
一
男

京
都
田
代
達
生
筒
井
浩
実
平
田
正

大
阪
明
石
六
郎
高
坂
研
小
島
正
司

長
谷
繁
蔵
弘
光
弘
若
島
正

兵
庫
宇
佐
見
正
水
上
仁
柳
原
裕
司

奈
良
岩
本
修
岡
田
敏

島
根
高
見
秀
夫

一
｝
》
圭
一
》
』
》
琴
塞
雲
琴
喜
一
｝
｝

一
幸
必
一
一
窪
謹

蝋
識
｜

八
溌

．
‐
・
・
一
一
．
“
‐
岬
州
蝿
軸
唖
骨
‐
叩
叩
叩
‐
‐

懸
譲
鍵
蕊
蕊
蕊
帝
溌
》
蕊
蕊
蟻
蕊
霧
癖
蕊

惨
岡
田
敏
全
詰
連
会
長

撚認燕？

広
島
秋
ｉ
浩
志

山
口
山
本
善
章

香
川
井
内
直
紀
来
嶋
直
也
斎
藤
博
久

福
岡
入
尋
久
晴

佐
賀
太
田
慎
一

【
寄
付
］

秋
葉
原
ラ
ジ
オ
会
館
（
五
万
円
、
将
棋
墨
酔

二
冊
ほ
か
）
伊
藤
琢
巳
（
一
万
円
）
二
上
達

也
（
一
万
円
）
御
林
秀
夫
（
一
万
円
）
永
井

英
明
（
一
万
円
）
水
上
仁
（
一
万
円
）
鶴
田

寿
美
子
（
一
万
円
）
創
棋
会
（
一
万
円
）
北

村
憲
一
（
六
千
円
）
伊
藤
三
雄
（
五
千
円
、

ビ
ー
ル
一
打
）
門
脇
芳
雄
（
五
千
円
、
著
書

五
冊
）
中
島
一
（
五
千
円
）
詰
将
棋
研
究
会

″、:ロ繭3曹媛建鍾；

レ
ニ
上
達
也
日
本
将
棋
連
盟
会
長

（
詰
棋
め
い
と
十
冊
）
東
京
詰
将
棋
工
房
（
Ｋ

Ｏ
Ｂ
Ｏ
十
冊
）
森
田
正
司
（
洋
酒
二
本
）
小

西
逸
生
（
果
物
一
箱
）
佐
々
木
聡
（
銘
酒
一

本
）
東
公
平
（
タ
コ
ッ
ボ
ゲ
ー
ム
十
組
）
藤

井
国
夫
（
賞
品
多
数
）
Ⅱ
以
上
敬
称
略

し
曇
准
ｌ
テ
ィ
ー
で
は
四
人
将
棋
も
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右
か
ら
二
上
達
也
、
永
井
英
明
、
大
崎
善
生
、

水
上
仁
、
岡
田
敏
の
諸
氏

平
成
６
年
５
月
４
日
￥
詰
棋
界
、
年
に
一

度
の
お
祭
り
で
あ
る
詰
将
棋
全
国
大
会
が
、

東
京
は
府
中
市
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
。
当
日
は
悪
天
候
が
予
想
さ
れ
た
が
、

幸
い
午
前
中
は
晴
れ
。
私
は
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

片
手
に
、
開
始
１
時
間
前
に
会
場
へ
と
乗
り

込
ん
だ
。

会
場
と
な
る
２
階
の
部
屋
は
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
の
真
っ
最
中
。
全
詰
連
幹
事
の
方
は
前
日

よ
り
泊
ま
り
込
ん
で
お
り
、
午
前
中
は
幹
事

会
も
あ
っ
た
と
の
事
。
バ
ラ
編
集
長
の
柳
原

さ
ん
も
、
す
で
に
部
屋
の
後
方
に
陣
取
り
詰

棋
書
販
売
の
準
備
を
し
て
い
る
。
私
は
途
中

で
買
っ
た
お
に
ぎ
り
を
パ
ク
つ
き
腹
ご
し
ら

え
。
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
早
く
も
受
付
が

今
回
一
体
何
人
の
人
間
が
集
ま
る
の
か
『

実
に
不
安
で
あ
っ
た
が
、
百
名
以
上
座
れ
る

席
が
あ
ら
か
た
埋
ま
っ
て
い
く
。
中
々
好
調

な
滑
り
出
し
だ
。
盛
り
上
が
り
そ
う
、
と
い

う
期
待
が
い
や
が
う
え
に
も
高
ま
る
。

定
刻
よ
り
５
分
遅
れ
で
開
会
。
午
前
の
部

の
司
会
は
柳
田
明
氏
だ
。
ま
ず
は
岡
田
敏
全

詰
連
会
長
に
よ
る
開
会
の
挨
拶
。
続
い
て
来

賓
祝
辞
。
二
上
達
也
日
将
連
会
長
、
御
林
秀

夫
日
将
連
府
中
支
部
長
、
永
井
英
明
『
近
代

将
棋
』
社
長
、
大
崎
善
生
『
将
棋
世
界
』
編

始
ま
っ
た
峰
》

参
加
者
約
百
名
！
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集
長
、
そ
し
て
我
ら
が
水
上
仁
『
詰
バ
ラ
』

社
長
と
続
く
。
永
井
氏
は
「
ど
こ
へ
行
っ
て

も
〃
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
永
井
〃
と
言
わ
れ
る
。
久
し

振
り
に
〃
近
代
将
臆
扮
永
井
伽
と
紹
介
さ
れ
、

大
変
嬉
し
い
」
と
会
場
を
笑
わ
せ
て
い
た
。

ま
た
二
上
会
長
と
大
崎
氏
に
は
単
な
る
祝
辞

だ
け
で
な
く
詰
棋
界
へ
の
提
言
も
下
さ
り
、

詰
将
棋
フ
ァ
ン
と
し
て
有
り
難
か
っ
た
。

続
い
て
看
寿
賞
の
授
賞
式
。
看
寿
賞
委
員

会
事
務
局
の
森
田
正
司
氏
よ
り
選
考
経
過
の

報
告
。
続
い
て
岡
田
会
長
よ
り
賞
牌
の
贈
呈

令凸一一

看
寿
賞
発
表

看
寿
賞
選
考
経
過
を
報
告
す
る
森
田
正
司
氏

が
な
さ
れ
た
。
受
賞
者
は
若
島
正
、
相
馬
慎

一
、
小
沢
正
広
の
各
氏
（
長
編
の
河
原
泰
之

氏
は
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
よ
り
来
ら
れ
、
そ
こ

で
賞
牌
を
受
け
取
っ
て
い
た
）
。
こ
の
賞
牌
、

時
計
の
横
に
受
賞
作
の
図
面
が
彫
り
込
ま
れ

た
大
変
立
派
な
も
の
。
後
で
し
げ
し
げ
と
観

察
さ
せ
て
貰
っ
た
が
、
詰
将
棋
作
家
な
ら
一

度
は
手
に
し
た
い
よ
う
な
一
品
だ
。

続
い
て
伊
藤
琢
巳
氏
に
よ
る
記
念
講
演
が

始
ま
る
（
※
詰
パ
ラ
誌
上
や
当
日
プ
ロ
グ
ラ

ム
等
で
「
啄
巳
」
と
記
さ
れ
て
あ
り
ま
し
た

が
誤
り
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

伊
藤
さ
ん
ゴ
メ
ン
）
。
本
誌
解
答
で
お
馴
染
の

詰
将
棋
解
図
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
電
脳
解
人
」
に

つ
い
て
、
そ
の
解
図
ロ
ジ
ッ
ク
と
バ
ラ
で
の

成
績
を
中
心
と
し
た
お
話
。
Ｏ
Ｈ
Ｐ
も
使
い

分
か
り
易
く
話
し
て
頂
い
た
の
だ
が
、
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
に
関
し
て
は
や
っ
ぱ
り
ム
ッ
カ
シ

ー
。
し
か
し
バ
ラ
解
答
成
績
の
話
と
な
る
と
、

電
脳
解
人
の
実
力

一
幼
稚
↑
園
や
小
学
校
は
加
秒
あ
れ
ば
ほ
ほ
百
％
“

高
校
な
ら
七
割
。
短
大
は
帥
秒
以
内
で
半
分
」

と
か
、
誤
解
や
解
け
な
か
っ
た
問
題
の
原
因

分
析
な
ど
、
大
変
面
白
か
っ
た
。

講
演
か
ら
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ま
で
の
間
、

３
階
の
別
室
で
は
伊
藤
氏
の
ワ
ー
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
持
ち
込
み
、
参
加
者
が
持
ち
寄
っ

電
脳
解
人
の
実
演
。
８
勝
肥
敗
は
不
本
意
な
成
績
？

鐘
蕊
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記
念
撮
影
二
《
予
定
で
は
５
時
ゞ
以
降
に
す
る

筈
だ
っ
た
が
、
天
気
が
急
速
に
悪
く
な
り
休

憩
時
間
中
に
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
全
員
玄

関
前
に
降
り
て
い
く
。
何
し
ろ
百
名
近
い
大

集
団
な
の
で
、
一
枚
の
写
真
に
納
め
る
の
が

大
変
な
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
山
崎
順
康
（
よ
し
み
ち
）
さ
ん
に

捕
ま
る
。
「
こ
の
人
が
難
し
い
作
品
を
作
る
ん

だ
」
と
言
わ
れ
る
。
思
い
当
た
る
フ
シ
が
な

い
の
で
首
を
捻
っ
て
い
る
と
、
「
作
っ
た
本
人

は
分
か
ら
な
い
ん
だ
よ
な
」
と
豪
快
に
笑
っ

た
。
面
白
い
人
だ
。
山
下
さ
ん
情
報
に
よ
れ

た
自
信
作
を
電
脳
解
人
に
解
か
せ
る
実
演
も

行
っ
て
い
た
（
図
面
入
力
係
は
山
下
雅
博
氏

＆
伊
藤
さ
ん
の
奥
さ
ん
）
。
ま
た
そ
の
隣
で
は

門
脇
芳
雄
氏
の
詰
将
棋
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
パ

ソ
コ
ン
上
で
展
示
し
て
お
り
、
堀
口
弘
治
六

段
や
近
将
の
森
編
集
長
が
か
な
り
熱
心
に
見

て
い
か
れ
た
と
の
事
だ
っ
た
。

写
真
撮
影

本
誌
の
マ
ン
ガ
で
も
お
な
じ
み
の
柳
田
明
氏

３
時
に
な
る
。
い
よ
い
よ
全
国
大
会
恒
例

の
「
大
い
な
る
発
言
」
だ
。
司
会
の
柳
田
氏

が
「
一
人
１
分
で
も
別
名
で
帥
分
で
す
か
ら
」

と
あ
ら
か
じ
め
釘
を
刺
す
の
だ
が
焼
け
石
に

水
。
し
か
し
後
半
奇
跡
的
に
マ
イ
ク
が
ス
ム

ー
ズ
に
進
み
、
十
分
遅
れ
で
次
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
入
る
こ
と
が
出
来
た
。

弾-~、頭1寸倶趨盟 ば
大
学
で
数
学
を
教
え
て
い
る
先
生
ら
し

い
・

小
雨
に
中
笑
顔
で
写
真
に
納
ま
り
無
事
終

了
。
（
写
真
係
の
大
橋
さ
ん
、
ご
苦
労
様
）

｜
人
一
言

詞
''i'',';'

蘇
り,,

一q-

さ
て
｝
い
よ
い
よ
こ
こ
か
ら
詰
工
房
主
催

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
始
ま
る
。
名
付
け
て

「
詰
将
棋
ダ
ー
ビ
ー
」
。
簡
単
に
ル
ー
ル
を
説

明
す
る
と
、
会
場
を
馬
場
に
見
立
て
３
問
の

問
題
を
設
置
。
出
場
者
は
問
題
を
解
き
な
が

ら
進
み
、
早
く
ゴ
ー
ル
し
た
馬
が
優
勝
と
い

う
も
の
。
観
客
に
は
あ
ら
か
じ
め
各
レ
ー
ス

毎
の
問
題
を
配
っ
て
お
き
、
１
位
と
２
位
の

組
合
せ
を
予
想
、
投
票
し
て
貰
う
。
問
題
は

詰
将
棋
と
ク
イ
ズ
の
選
択
形
式
と
な
っ
て
い

る
。
（
こ
の
催
し
の
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
受
付

で
『
競
馬
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
』
を
配
布
し
、
鴫
名
の

ダ
ー
ビ
ー
参
加
者
も
募
っ
て
お
い
た
）

ユ
ニ
ー
ク
な
発
言
が
多
く
、
詰
キ
ス
ト
の

才
に
感
心
す
る
。
面
白
い
発
言
に
つ
い
て
は

後
の
ペ
ー
ジ
に
載
せ
ま
し
た
の
で
、
是
非
お

読
み
下
さ
い
。
（
何
故
か
一
人
だ
け
２
回
発
言

し
た
人
が
い
ま
し
た
。
誰
と
は
言
い
ま
せ
ん

が
。
ね
え
、
山
田
さ
ん
）

詰
将
棋
ダ
ー
ビ
ー
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詰
工
一
房
主
催
の
詰
将
棋
ダ
ー
ビ
ー

私
は
突
然
前
に
出
て
マ
イ
ク
を
握
る
と

司
会
権
実
況
担
当
に
早
変
わ
り
。
金
子
清
志

氏
と
柳
田
氏
に
予
想
を
立
て
て
貰
う
。
第
１

レ
ー
ス
、
金
子
氏
が
本
命
に
推
し
た
弘
光
弘

氏
が
１
間
目
で
捉
ま
り
ほ
と
ん
ど
落
馬
状
態
。

衆
人
監
視
の
中
で
問
題
を
解
く
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
は
想
像
以
上
か
？
観
客
は
自
分
の
賭
け

t誌将棋大会識＝

た
馬
の
進
み
具
合
に
一
喜
一
憂
。
×
の
判
定

を
受
け
る
姿
が
笑
い
を
誘
っ
た
り
、
早
い
解

答
時
間
に
驚
い
た
り
と
中
々
の
盛
り
上
が
り

だ
っ
た
。

レ
ー
ス
は
予
想
外
に
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、

各
レ
ー
ス
の
１
．
２
着
に
よ
る
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
決
定
戦
も
実
行
。
頭
一
つ
抜
け
出
し
た
山

田
康
平
氏
を
（
「
頭
一
つ
で
か
い
」
と
角
さ
ん

の
声
あ
り
）
、
国
語
問
題
で
差
し
切
っ
た
菊
田

裕
司
氏
が
優
勝
し
た
。
こ
の
２
頭
は
本
当
に

強
い
。解
答
の
方
で
は
２
レ
ー
ス
的
中
さ
せ
た
方

が
７
名
。
中
で
も
田
高
幹
也
氏
は
第
２
レ
ー

ス
唯
一
人
の
正
解
者
。
万
馬
券
的
中
と
い
う

こ
と
で
、
賞
品
に
『
将
棋
墨
酔
』
を
手
に
さ

れ
た
。５

時
半
か
ら
１
階
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
場
所

を
移
し
て
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
。
「
食
っ
て
飲
む

だ
け
」
の
世
界
な
の
で
気
が
楽
だ
。
こ
こ
で

懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
の
司
会
は
角
建
逸
氏
し
か
い
ま
せ
ん

司
会
は
角
建
逸
氏
に
・
た
ト
ン
々
患
〆
チ
’
二
乾

杯
！
」
を
唱
和
す
る
や
食
い
物
に
取
り
か
か

る
。
普
通
立
食
形
式
で
は
人
数
の
８
掛
け
で

頼
む
の
が
定
跡
だ
が
今
回
は
ま
る
百
人
分
。

流
石
に
幾
ら
食
べ
て
も
減
ら
な
い
。
（
と
い
う

の
は
や
や
オ
ー
バ
ー
だ
が
）

柱
に
は
明
石
六
郎
氏
ら
の
懸
賞
詰
将
棋
３

題
が
貼
ら
れ
る
。
ま
た
、
電
脳
解
人
に
よ
る

解
答
競
争
の
結
果
発
表
も
。
全
型
題
応
募
の

あ
っ
た
う
ち
鴫
局
が
解
け
ず
（
今
回
は
３
分

で
打
ち
切
っ
た
ら
し
い
）
。
中
で
も
特
筆
は
湯

村
光
造
氏
の
塚
田
賞
蝿
手
詰
が
解
け
な
か
っ

た
こ
と
か
（
手
数
指
定
で
は
拠
秒
で
正
解
）
。

な
お
、
今
回
会
場
に
持
ち
込
ん
だ
マ
シ
ン
は

麓t

蕊＃

饗
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普
段
研
究
用
に
使
用
さ
れ
て
る
も
の
よ
り
数

段
性
能
が
落
ち
る
と
の
事
で
あ
る
。

会
場
で
は
同
時
に
大
盤
に
よ
る
四
人
将
棋

（
駒
二
組
使
用
）
や
東
公
平
氏
考
案
の
新
ゲ
ー

ム
「
た
こ
つ
ぼ
」
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
行
わ

れ
た
。
ま
た
、
こ
こ
で
も
伊
藤
氏
が
マ
シ
ン

を
持
ち
込
ん
で
電
脳
解
人
を
操
作
、
横
で
は

高
田
淳
一
氏
が
コ
ン
ち
ゃ
ん
を
パ
ソ
コ
ン
上

人
気
沸
臆
の
タ
コ
ッ
ポ
。
東
公
平
氏
（
中
央
）
が
考
案

で
起
動
し
競
争
。
沢
山
の
人
の
輪
か
出
来
て

い
た
。話
に
花
の
咲
く
人
、
料
理
を
頬
張
る
人
、

ア
ル
コ
ー
ル
一
筋
の
人
、
詰
棋
を
解
く
人
、

四
人
将
棋
を
観
戦
す
る
人
：
…
・
近
将
・
森
さ

ん
の
挨
拶
や
第
３
回
詰
将
棋
大
賞
発
表
の
声

が
聞
こ
え
な
か
っ
た
の
も
無
理
か
ら
ぬ
と
こ

ろ
か
。
私
は
と
い
え
ば
明
石
さ
ん
妓
露
の
「
四

隅
将
棋
」
に
参
加
。
面
白
い
ル
ー
ル
だ
っ
た

が
、
如
何
せ
ん
時
間
が
短
か
く
最
後
ま
で
指

せ
な
か
っ
た
。
（
二
局
続
け
て
棋
譜
を
採
っ
て

い
た
藤
沢
さ
ん
、
ご
苦
労
様
）

ダ
ー
ビ
ー
や
懸
賞
詰
将
棋
な
ど
の
賞
品
が

手
渡
さ
れ
る
。
か
な
り
の
人
が
賞
品
を
手
に

さ
れ
た
よ
う
だ
。
（
私
は
何
も
貰
わ
な
か
っ
た

が
）
こ
こ
で
お
開
き
。
学
習
セ
ン
タ
ー
に
泊
ま

る
人
、
家
に
帰
る
人
、
飲
み
に
行
く
人
、
麻

雀
打
つ
人
…
…
。
雨
の
中
、
名
残
り
惜
し
み

な
が
ら
思
い
思
い
の
場
所
へ
と
別
れ
て
い
く

詰
キ
ス
ト
た
ち
。
夢
の
よ
う
な
数
時
間
は
、

こ
う
し
て
幕
を
閉
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
で
出
題
さ
れ
た
詰

将
棋
３
局
の
う
ち
、
明
石
六
郎
氏
作
（
図
）

は
週
刊
将
棋
５
月
ｎ
日
号
に
懸
賞
出
題

さ
れ
ま
し
た
。
他
の
２
局
は
今
月
号
に

懸
賞
出
題
い
た
し
ま
す
。

持
駒
銀
香

一
二
三
四
五
六
七
八
九

座
歩
成
、
同
玉
．
彫
香
〒
邪
飛
合

同
香
生
、
拠
玉
、
弘
飛
、
記
飛
合
、

皿
銀
、
剖
玉
、
認
飛
成
、
同
銀
、

虹
銀
成
、
同
玉
、
馴
飛
、
同
玉
、

塊
金
迄
Ⅳ
手
。

887654321
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唯
島
正
司
Ｉ
亥
阪
阪
和
線
の
府
中
駅
か
ら
乗

り
ま
し
て
府
中
市
に
来
ま
し
た
。
全
国
に

府
中
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
四
国
の
徳
島

の
は
コ
ウ
と
読
む
そ
う
で
す
。
何
故
か
と

い
い
ま
す
と
、
殿
様
が
「
こ
こ
は
何
処
じ

ゃ
」
「
府
中
で
す
」
「
不
忠
者
め
」
と
な
っ
て
、

「
親
孝
行
の
孝
に
せ
い
」
と
な
っ
た
ん
だ
そ

う
で
す
。
そ
う
い
う
風
な
格
好
で
、
私
は

全
詰
連
の
勘
定
奉
行
を
仰
せ
使
っ
て
お
り

ま
す
。

東
公
平
ｌ
私
が
普
通
の
職
業
に
着
か
ず
に
奨

励
会
入
っ
た
り
観
戦
記
者
に
な
っ
た
原
因

は
パ
ラ
ダ
イ
ス
に
あ
り
ま
し
て
。
中
学
３

年
の
頃
に
あ
る
人
か
ら
「
大
道
棋
五
百
番
」

と
い
う
厚
い
本
を
買
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ

を
見
て
驚
い
た
ん
で
す
ね
。
こ
ん
な
世
界

が
あ
る
の
か
と
。
本
当
に
び
っ
く
り
し
た
。

そ
れ
が
き
っ
か
け
で
し
て
。
以
来
本
当
に

大
い
な

鐸
読
む
だ
け
の
読
者
で
ご
ざ
い
ま
す
。

富
沢
岳
史
ｌ
詰
パ
ラ
の
検
討
の
ご
く
一
部
を

受
け
持
っ
て
お
り
ま
す
。
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
は
作
意

ば
か
り
で
な
く
余
詰
の
方
も
楽
し
ん
で
頂

く
よ
う
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

安
江
久
男
ｌ
会
員
歴
を
先
程
数
え
て
た
ら
恥

年
位
に
な
る
ん
で
す
が
、
先
程
関
半
治
さ

ん
が
仰
っ
て
た
よ
う
に
「
解
け
ず
作
れ
ず
」

と
い
う
や
つ
。
そ
れ
で
も
何
故
か
入
選
２

回
位
あ
る
ん
で
す
ね
。
将
来
、
作
品
集
夢

見
て
百
題
作
ろ
う
と
考
え
ま
す
と
、
千
年

位
生
き
な
い
と
い
け
な
い
。
ど
う
や
っ
て

千
年
生
き
よ
う
か
、
こ
れ
か
ら
ゆ
っ
く
り

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
藤
宗
弥
ｌ
昨
年
は
鈴
木
さ
ん
と
一
緒
に
『
う

づ
潮
』
を
作
り
ま
し
て
、
そ
の
後
皆
さ
ん

続
々
と
作
品
集
を
作
ら
れ
て
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
今
、
国
家
試
験
の
問
題
を
作

っ
て
ま
し
て
、
そ
っ
ち
の
方
の
余
詰
が
あ

る
と
大
変
な
ん
で
、
そ
ち
ら
で
精
一
杯
で

す
。

秋
本
浩
志
’
二
桁
を
超
え
る
と
ほ
と
ん
ど
長

編
に
近
い
頭
な
ん
で
、
見
宋
で
買
っ
た
『
詰

む
や
詰
ま
ざ
る
や
』
も
ほ
と
ん
ど
「
読
む

や
読
ま
ざ
る
や
」
に
な
っ
て
ま
す
。

高
坂
研
ｌ
僕
と
山
田
康
平
君
が
え
ら
い
仲
が

悪
い
と
い
う
誤
解
が
あ
る
よ
う
で
す
け
ど
、

そ
ん
な
こ
と
な
い
ん
で
す
ん
で
。

中
島
一
ｌ
週
刊
将
棋
か
ら
取
材
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
中
島
一
（
は
じ
め
）
と
申
し

ま
す
。
今
回
初
め
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま

し
て
、
詰
パ
ラ
は
読
ん
で
ま
す
の
で
、
ど

う
い
う
方
た
ち
だ
ろ
う
と
思
っ
た
ら
、
案

外
普
通
の
方
た
ち
だ
っ
た
ん
で
、
安
心
し

ま
し
た
。

普通の人たちばかりで良か

ったですね。週刊将棋のナ

カピンこと中島一氏

－35－



巨
椋
鴻
之
介
’
昭
和
訓
年
代
に
熱
中
し
て
、

そ
れ
か
ら
や
め
て
し
ま
い
ま
し
て
…
…
。

と
こ
ろ
が
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
湯

村
さ
ん
と
か
森
田
さ
ん
と
か
お
名
前
を
拝

見
す
る
と
ま
た
や
っ
て
み
よ
う
か
な
と
思

う
ん
で
す
け
ど
、
こ
れ
は
意
志
と
違
う
奥

の
方
で
何
か
動
く
の
で
…
…
。
こ
う
い
う

所
に
来
た
り
し
て
自
分
に
技
を
か
け
て
ま

す
。
今
日
は
大
変
に
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

湯
村
光
造
ｌ
森
田
さ
ん
の
『
詰
棋
め
い
と
』

に
「
歩
詰
手
筋
総
ま
く
り
」
と
い
う
の
を

書
い
て
ま
し
て
、
先
日
私
の
古
い
友
人
で

某
大
学
の
語
学
部
長
や
っ
て
る
男
に
「
歩

詰
手
筋
」
を
見
せ
ま
し
た
ら
、
「
こ
れ
は
博

録一
騨罰

山田修司氏と並んで一時代を

築いた櫛想派といえば、も雀

ろん巨椋鴻之介氏

士
論
文
に
な
る
ぞ
」
と
言
う
わ
け
で
す
ね
隠
一

「
何
博
士
が
貰
え
る
か
ね
」
と
聞
き
ま
し
た

ら
、
「
こ
れ
は
数
学
に
近
い
か
ら
理
学
博
士

か
も
し
ら
ん
」
。
ま
た
「
詰
将
棋
の
歴
史
が

書
い
て
あ
る
か
ら
文
学
博
士
か
も
し
ら
ん
」

と
。
「
た
だ
残
念
な
が
ら
こ
れ
を
審
査
す
る

先
生
が
い
な
い
」
い
や
、
そ
ん
な
こ
と
は

な
い
ん
で
、
今
日
お
見
え
に
な
っ
て
る
巨

椋
鴻
之
介
先
生
と
か
若
島
正
先
生
に
審
査

し
て
頂
け
れ
ば
、
こ
れ
は
一
緒
に
取
れ
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
。

田
高
幹
也
ｌ
パ
ラ
を
と
り
ま
し
て
約
５
年
。

詰
キ
ス
ト
達
の
人
間
模
様
が
好
き
で
本
を

読
ん
で
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
狂
気
の
世
界

を
外
か
ら
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

弘
光
弘
Ｉ
上
云
合
に
参
加
す
る
し
か
能
の
な
い

者
で
す
が
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

小
坂
英
世
ｌ
私
、
職
業
は
医
者
で
し
て
、
専

門
は
精
神
療
法
と
漢
方
な
ん
で
す
が
、
昨

年
全
く
の
暇
つ
ぶ
し
に
詰
将
棋
を
ち
ょ
っ

と
試
み
て
み
た
と
こ
ろ
、
予
知
能
力
が
開

発
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し

た
《
》
こ
れ
は
私
の
研
究
し
て
い
る
治
療
法

に
関
係
あ
る
な
と
思
い
ま
し
て
。
私
か
ら

見
ま
す
と
詰
将
棋
の
達
人
で
あ
る
皆
様
方

は
、
す
で
に
超
能
力
者
か
、
或
い
は
超
能

力
者
予
備
軍
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

稲
葉
元
孝
ｌ
こ
こ
二
年
半
程
「
ヤ
ン
グ
・
デ

・
詰
将
棋
」
の
方
に
作
品
と
短
評
で
名
前

が
出
て
い
ま
し
て
、
「
ど
ん
な
ヤ
ン
グ
だ
ろ

う
」
と
お
思
い
に
な
る
方
が
お
ら
れ
る
か

と
思
い
ま
す
け
ど
、
実
態
は
こ
の
通
り
で

ご
ざ
い
ま
す
。

橋
本
孝
治
ｌ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
フ
ェ

ア
リ
ー
詰
将
棋
を
作
っ
た
り
解
い
た
り
す

脇
ｺﾝピｭｰﾀが｢ﾐｸﾛコスモ

ス」を解く日も近い!？1519手

詰の作者、橋本孝治氏
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る
神
無
一
族
と
い
う
集
団
が
あ
る
ん
で
す

が
、
私
も
去
年
辺
り
か
ら
加
盟
し
ま
し
て
、

一
応
「
神
無
七
郎
」
と
い
う
コ
ー
ド
ネ
ー

【
締
切
】
７
月
末
日
消
印

（
呈
賞
】
３
名

この人の7手詰を見たいファ

ンは多いはず。A級復活な畳

か、小泉潔氏

ム
で
活
躍
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
泉
潔
ｌ
最
近
は
順
位
戦
に
し
か
出
て
な
い

ん
で
す
が
こ
の
間
落
っ
こ
ち
や
い
ま
し
て
。

さ
っ
き
聞
い
た
ら
「
今
回
は
も
う
投
稿
締

め
切
り
過
ぎ
て
る
よ
」
と
言
わ
れ
て
で
す

ね
、
も
う
涙
、
涙
で
す
け
ど
も
。
来
年
度

は
Ｃ
級
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

三
谷
郁
夫
ｌ
現
在
二
度
目
の
冬
眠
中
で
し
て

パ
ラ
は
読
む
だ
け
会
員
。
一
応
詰
工
房
も

入
っ
て
る
ん
で
す
が
、
詰
工
一
房
は
飲
む
だ

け
会
員
と
い
う
…
…
。
創
世
紀
ま
で
に
は

②入選57回

東京都相馬康幸

987654321

持
駒
金
金
金
桂
桂
歩

一
二
三
四
五
六
七
八
九

と と

復
活
し
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。

田
口
正
明
ｌ
今
日
は
憧
れ
の
大
作
家
の
皆
様

に
お
会
い
出
来
ま
し
た
の
で
、
是
非
パ
ー

テ
ィ
ー
席
上
で
サ
イ
ン
を
集
め
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

太
田
慎
一
ｌ
遥
々
佐
賀
県
か
ら
や
っ
て
参
り

ま
し
た
。
僕
も
遂
に
大
学
を
卒
業
し
ま
し

て
、
地
元
の
市
役
所
の
方
で
働
い
て
い
ま

す
。
九
州
に
帰
っ
た
ら
何
も
楽
し
み
が
な

い
ん
で
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
ん
な
所
ま
で
出
て

来
て
し
ま
い
ま
し
た
。

②入選62回

東京都岡本真一郎

987654321

持
駒
香
香

一
二
三
四
五
六
七
八
九
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